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■沖縄県平和祈念資料館［1階企画展示室］
年13成平年03成平

午前9時～午後5時

日時：平成30年10月21日（日）13:10～16:30
場所：沖縄県平和祈念資料館2階　大会議室

/入 /場 /無 /料 /

10/4 月 12/9 日
■八重山平和祈念館［1階第2展示室］

午前9時～午後5時
1/19 土 2/24 日

入 場 無 料（特 別 企 画 展 のみ）

　1945年の沖縄戦では、12万人余の沖縄県民が無残に死んでいきました。また、
「鉄の暴風」によって町や村は破壊され、焼け野原となりました。さらに、終戦後も
米軍は県民の土地を奪い続け、からくも生き残った人びとを収容所の中に押し込
みました。そして、米軍による支配という沖縄県民の苦難は、その後27年間も続
きました。
　戦後70年以上が経過し、沖縄戦の悲劇と戦後の苦難を乗り越えてきた体験者
の方々は少なくなっています。これからは、戦争を体験していない世代が、体験者
の方々から受け継いだ戦争の悲惨さと平和の尊さについて、次の世代に伝えてい
く大切な役割を担っています。そのためには、歴史の教訓を真摯に学んでいかな
ければなりません。
　今回の特別企画展では、戦争によって沖縄県民がどのような被害を受けたの
かを中心に展示します。戦争がおこると犠牲になるのは一般住民であるという事
実を、展示を通して再確認していただきたいと思います。そして、戦争の体験や教
訓を私たちがどのように継承していけるのか、一人ひとりが考える機会とします。

《関連催事》特別講座
「沖縄戦の教訓をどのように伝え、平和の創造へ繋げていくのか」

戦争孤児

特 別 講 座 の ご 案 内

表写真：沖縄県平和祈念資料館所蔵
裏写真：（上）沖縄県公文書館所蔵
　　　　（下）沖縄県平和祈念資料館所蔵

遺骨収集

沖縄県平和祈念資料館

沖縄県平和祈念資料館
（平和祈念公園内）

※嘉納英明名桜大学教授による特別講演と平和教育に携わる方々
　のパネルディスカッション形式で沖縄戦の次代への継承の在り
　方等について意見交換します。

8


